
※夏どりを計画している圃場では、融雪剤等を活用して、圃場準備ができるように 

しておき、定植が遅れないようにしましょう。 

ねぎ栽培だより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．作型（収穫時期）の確認 

  品種や圃場条件等を踏まえて、播種時期を設定しましょう！ 

収穫時期 定植時期 播種時期 

7 月下旬～8 月下旬 4 月中旬～5 月上旬 2 月上旬～3 月上旬 

9 月上旬～１０月上旬 5 月上旬～下旬 3 月上旬～下旬 

１０月中旬～ 5 月下旬～6 月上旬 3 月中旬～4 月上旬 

 

 

 

２．播種準備 

〇土詰めのバラつき ＝ 生育のバラつき 

ブラシ等を使ってペーパーポットの端までしっかり詰めましょう！ 
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〇ねぎは育苗が最重要！育苗ですべて決まります！ 

 育苗時のバラつきや苗質がそのまま圃場での生育につながります。 

 良いねぎづくりは良い苗づくりから！しっかり育苗管理を行いましょう！ 

土の量が少ない 

↓ 

水分保持力が小さい 

↓ 

土が乾きやすくなる 

↓ 

生育がバラつく 

←端まで土が詰まっていない 
ので、端が乾きやすくなり、 
生育がバラついている 

↑端まで土が詰まっており、 
生育のバラつきが小さい 

〇気象台の１か月予報では、寒暖差が大きいとされています。例年以上に

天気予報を確認し、ハウス内の温度は小まめな管理を行いましょう。 

〇これまでの暖冬影響で例年より早くハウス内でアブラムシが確認されてい 

ます。育苗ハウス内の雑草は、害虫の発生源となるので、早めに除草しま

しょう。 



３．覆土とかん水 

 〇覆土のムラが発芽ムラにつながります！ 

覆土は均一になるように心がけましょう。 

〇覆土後は、４～５回に分けてゆっくりかん水し、 

水が下まで染み込んでいることを確認しましょう。 

 

４．出芽管理 

 〇出芽適温は地温 15～25℃！ 

20℃一定で管理すると約 5 日で発芽。30℃以上で発芽不良になりやすい。 

☆出芽まで 

・ねぎは嫌光性種子です。出芽までは、濡れ新聞、不織布等で被覆・遮光しましょう。 

・日中トンネル内が 30℃以上になる場合は、トンネルの開放や被覆資材の上から散水を

行うなどして温度を下げましょう。 

・水稲用の出芽機を使う場合は、途中で最上段を入れ替えてください。 

☆出芽後 

・出芽し始めたらすぐに被覆資材は外しましょう。また、出芽開始後２～3 日程度は最低

温度 10℃を確保して出芽を揃えましょう。 

・出芽が揃ったら、日中はトンネル開放し、太陽の光を当ててください。 

 

５．育苗管理 ～適切な温度、換気、かん水！～ 

☆まずはじめに 

出芽が揃ったら、コンテナ、パイプ等を  

活用して育苗箱を浮かせて管理しましょう。 

     

☆温度管理 

・日中はハウスを開放して温度を低めに管理し、徒長防止に努めましょう。 

・苗の生育とともに最低気温は徐々に下げます（最低気温 10℃→５℃→外で育苗） 
 

※ハウス、トンネル内が高温になってしまった場合は・・・・ 

少しずつ換気し、急激な湿度の低下を避けましょう。 

急に開けると葉焼けの原因となります！ 

☆水管理 

・水のかけすぎや乾かしすぎに注意しましょう。 

・土の「色」で判断しないで、育苗箱の重さを確認してかん水の有無を決めましょう。 

・育苗箱の周縁部は乾きやすいので、中心部と比べて多めのかん水としましょう。 

昨年の培養土は乾燥している
ので昨年の残りを使う場合
は、特にしっかりかん水しま
しょう！ 


